
第 37回静岡県中学校Ｕｰ 14新人サッカー大会 中西部支部予選 要項 

 １ 主 催  静岡県サッカー協会中西部支部 

 ２ 主 管  静岡県サッカー協会中西部支部第３種委員会 

３ 期 日  令和３年 11 月６日（土）～11 月 20 日（土） 

トーナメント 11 月 6 日（土）7 日（日）11 月 13 日（土）11 月 14 日（日）11 月 20 日（土） 

４ 会 場  島田、榛原、藤枝、焼津、地区中学校・金谷人工芝・大井川陸上競技場 

５ 参加チ－ム  中西部地区の３種登録した中体連チ－ム（16 チーム） 

＊焼津 4（5）藤枝 5（6）島田４榛原 2 

  (港・小川、大井川･和田は合同チームでの出場) 

 ６ 参加料  3,000 円（1,000 円札３枚を、10 月 31 日（日）提出）場所：藤枝中 

 ７ 参加資格 令和３年度日本サッカー協会に第３種登録予定のチ－ムであること。 

（11 人に満たないチームの合同を認める。） 

 ８ 競技方法 

①本年度日本サッカー協会の競技規則による。 

②50 分ゲ－ム（25-5-25）とする。50 分で勝敗が決しない場合は、延長は行わずＰＫ戦とする。 

③登録選手は 25 名とし、９名まで自由交代制を適応する。 

④新型コロナウイルス感染防止の観点から、前後半１回ずつ給水タイム実施する。給水タイムは、水分

補給のみ行う。監督やコーチ等，ベンチからの指示は行わない。 

⑤退場者、ならびに累積警告を２回受けた者は、次の１試合に出場できない。。 

※なお著しくルールに反した行為により退場処分を受けた者に対する処分は、同日もしくは後日、規律

委員会を開き決定する。 

⑥試合球は本部で用意する。 

⑦ユニフォ－ムは必ず２着用意する。ユニフォーム規定については 

※１ユニフォームは正・副の色彩が異なり判別しやすいチーム標章（チーム名，エンブレムまたはそ

の両方）が入っているものを原則ＧＫ２着，フィールド２着用意するのが好ましい。また，胸・背

番号を入れること。 

※２ユニフォーム同色対戦の場合は，主審のコイントスにより決定する。 

※３ユニフォームのデザイン、ロゴ等が異なっていても、主たる色が同系色であれば着用することが

できる。（ビブス等で揃えることも可。ただし，メンバー票と同じ背番号のビブスを着用すること） 

※４ゴールキーパーのユニフォームについて，ショーツ，ソックスはフィールドプレーヤーと同系色

でよいものとする。 

※５ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける，または外部に着用する場合，ソック

スと同色でなくてもよい。 

※６アンダーシャツの色は問わないが，原則としてチーム内で同色のものを着用する。 

※７アンダーショーツおよびタイツの色は問わないが、原則としてチーム内で同色のものを着用する。 

⑧R2 年度 1 年生大会および、R3 年度各地区新人戦の結果により、シードを決定する。 

⑨上位４チ－ムが、第 37 回静岡県中学校 U-14 新人サッカー大会に出場する。 

⑩上位８チームは、来年度松永杯争奪中西部中学生サッカー大会のシードの参考とする。 

⑪雷雨や暴風雨等で試合が続行できない場合は、主催者で協議を行う。 

●台風の襲来等、競技が行えない悪天候が長時間続く場合には、予め延期する。 

●試合中の雷鳴によって試合を中断した場合は、雷鳴が止んで、20 分経過した後から再開する。その

場合、試合時間・スコア等は中断時からの再開とする。 

●落雷の危険性や暴風雨等の理由で開始後に試合を中止する場合には、後日、中止をした時点の状況

から再開するものとする。 

    ⑫試合時間開始時刻に関する遅延については、交通事情等を考慮して 30 分を許容範囲とするが、その

後については相手チームの不戦勝になることもある。また、試合順を変更することもある。同様に、

新型コロナウイルス感染対策のための棄権についても、相手チームの不戦勝とする。 



９ その他 

①組合せ左側のチ－ムが、本部から見て左側のベンチに入る。 

（ベンチ内は選手 25 名及び登録スタッフのみとする。） 

②ゴミはすべてチ－ムで責任をもって持ち帰ること。 

③地区大会終了後 10 月 31 日（日）14:00 に藤枝中学校で抽選会を行う。 

【参加 16 チームと島田地区の先生方、お集まりください。】 

    ④大会初日に、ＪＦＡ選手登録一覧のコピーを本部へ提出すること。 

     (登録されていない選手が出場することを避けるため) 

    ⑤各チームは新型コロナウイルス感染防止対策に努める。なお、保護者の観戦は登録選手１名につき 1

名とする(最大 25 人)。ただし、各会場の広さを考慮し、これより少ない場合もある。各会場の指示に

従うこと。 


